
 経験を通して獲得するもの 

 今年度は３００名を超える子どもたちが療育

プログラムを受講しており、センター内はさら

に活気が増しています。新年度の学期初め

はさまざまな環境の変化があることから、子ど

もたちにとっては慣れることへのストレスが多

い時期です。中にはこうした初めての療育の

場に対する不安から大泣きをする子どももい

ます。それもめそめそではなく、天地がひっく

り返ったように派手に泣きわめきます。しかし

こうした騒ぎがいつまでも続くということではな

く、何回目かの受講になるとあの騒ぎはなん

だったのかと思うほどにケロリと落ちつくのが

通例です。プログラムのパターンが予測でき

るようになると、いつも行うことが今度は楽しみ

になってきます。たとえば部屋から移動する

際にはスタッフルームに一声かけていくことに

なっていますが、先生の報告をまねて「A

ルーム、スカラーホールに行ってきます！」

「Bルーム、ビオトープに行ってきます！」など

と、次から次へとくり返して伝えてきます。楽し

そうでもあり得意そうでもあります。 

新しい環境や初めて学ぶことに対しては、

我々大人であってもそれなりのストレスを感じ

ます。不安ないしは恐怖感が強かったりこだ

わりや思い込みが激しかったりする発達障害

の子どもの場合、新しい場面の一つひとつに

強いストレスを感じるのは当然のことで、その

不安なりを大きな泣き声で訴えているわけで

す。その原因を取り除いて本人の気持ちが和

むようにするためには、スモールステップの考

え方が必要であったり本人の好きなことや本

人の出来る作業を与えてあげることが有効

だったりします。教育センターでは、好きな

キャラクターのグッズを見たり少し散歩をした

り、ときには水を一口飲むことでカラリと気分

が一新して、グループの活動に加われたりす

ることがあります。 

いずれにしても彼らの経験する日常生活

は圧倒的に不安が多いわけですが、本人が

自分のとらわれる一つの壁を乗りこえること

は、その後の成長の大きな推進力になりま

す。したがって、家庭でも教育の場でも本人

がストレスを感じる場面は常に避けるとか嫌

がったらすぐ止めさせてしまうという姿勢に終

始すると、子どもはいつまでたってもその学

びの場をクリアーできません。さまざまな働き

かけによってこれまでのこだわりが取れたり、

それまで我慢できなかったことがスッと受け入

れられるようになった時、子どもたちはホッとし

たような何か成し遂げたような表情をしていま

す。これはあくまでも、経験を通して本人自身

が獲得した学びであり、成長の節目となるも

のです。親御さんにとっては、わが子が苦労

している姿に接することは辛いものです。しか

し、多くの子どもたちが、このような経験をいく

つも重ね、より広い自分の世界を作り出して

きている事実があります。その先の成長を見

すえて関わってくれている存在があるなら

ば、本人が立ち向かっている姿をじっと見守

ることも必要でしょう。短絡的に過ぎることなく

多少ゆとりのある心をもって、本人の頑張りを

応援したいものです。 

自閉症児ら発達障害の子どもたちが頼り

にする人というのは、どっしりと揺るがない信

念に満ちた親であり教師です。 

   長内博雄（武蔵野東教育センター所長）  
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何年経っても悼む気持ちを表わす娘
を見て、思いやりのある子に育ったと
感動しました。 

学習したものが直ちに結果が出なく
ても、そのものを習得できない様子で
も、その努力がまったく違う分野で具
体的な実力となって現れるのを何度も
感じました。どこから空気を入れても風
船が丸く膨らむように、どんな経験も娘
の内部を充実させていくと信じられるよ
うになりました。無理だとあきらめるの
は親の身勝手だと自戒します。毎日ご
飯を食べるように、毎日の勉強は子供
の成長に欠かせないものです。少し高
度な目標に向けて努力を続けることが
大切です。 
 今では自ら進んで新しい経験に挑
戦するのを楽しむ
ようになった娘は、
34才になってもま
だ成長を続けてい
ます。 

学を勉強させました。現在はそれを覚
えてもいないでしょうが、高度な内容ま
で頑張らせたことが基礎的な算数の理
解をしっかり固めたと感じています。正
確に数を数えられることが就職の決め
手になりました。 
 時計を読むのも教えている期間では
習得できずデジタル時計を持たせて
いましたが、何年か後本人がアナログ
時計を欲しがる頃には理解できていま
した。勉強したことを日々の生活の中
で自分のものにして生かす力があると
実感しました。アルファベットとローマ
字や英語の学習は娘の楽しみを広げ
ました。外国に行っても臆することなく
外人に話しかけたり街に馴染んで、積
極的に楽しみを見つけます。外国映
画のビデオや外国語の音楽CDを買っ
てきて自分でも英語で唄っています。 

楽しいことばかりでなく、悲しい場面
も敢えて避けることなく経験させまし
た。身近な人や飼い犬の死を体験し、

幼稚園や学校に通うようになると、
娘にとって新しい経験がどんどん増え
ます。 
 学習の内容がその時点では無理か
と思われることもありました。将来必要
なのかと疑念を持つ内容もありました。
そうは思っても、自閉症の娘を育てる
のに自分の知識経験だけではとても
難しいと感じていましたから先生の指
導を信じて娘と一緒に頑張りました。5
歳の頃、靴紐結びの練習では、紐の
ない靴を履かせれば良いと思いました
が、就職して現在娘がしている仕事の
一部は刺繍糸やリボンを結ぶことなの
です。 
 10までの足し算が出来るようになる
のに半年以上掛かりました。小2の時
です。家でも家族ぐるみで教えまし
た。使ったノートは何十冊にもなりまし
た。ところが次の引き算の理解には2ヶ
月も掛かりませんでした。中学や高校
では私が教えるのも難しい内容の数

前略 蝉の大合唱に夏の訪れを知るこの頃、お元気ですか。子

どもたちは、太陽の光を体一杯に浴びて活動できる夏休みを

心待ちにしていることと思います。保護者の方にとっては、この

休みをいかに過ごして9月を迎えようかと悩まれている方もおら

れるのではないでしょうか？子どもたちは4ヶ月間精一杯努力を

重ねてきたことでしょうから、ゆったりとした時間を楽しませてあ

げてほしいと思いますが、時間にゆとりがある時期だからこそで

きることも多くあります。そこで一つ提案です。親子で一緒に楽

しみながら、同じ目標を持って取り組んでいけるものに挑戦して

みてはいかがでしょうか？親子で同じ課題をもって同じことをや

ることの意義は大きいと思います。 

 20年前に出版され、再販された『わたしの母さん』という児童

小説が、最近、新聞のコラムに紹介されたのをご存知でしょう

か？作者は、元養護学校の教師で、その方が実際に経験した

ことを元に書きおろしたものです。物語を簡単に紹介します。小

学校4年生になった高子は、母が学校からのお知らせの漢字に

ふり仮名つけて欲しいと担任に頼んだり、日めくりカレンダーに

封筒を貼りその中に2千円ずつ入れて生活費を管理する姿に

何か違和感を覚えます。そんなとき、実は自分の両親は養護学

校高等部を卒業したという事実を知ります。その事実を告げら

れたときの衝撃の後、高子は「だめだ、どこまで逃げても、母さ

んは母さんなんだ。よその母さんと、取り替えっこなんか、できっ

こないんだ」と気づきます。相談に行った診療所の先生からは

「そうかぁ。養護学校って、そんなにいけない学校か？（中略）

高ちゃんは、学校の勉強がよくできるから、できないことは、は

ずかしいことだと思っているんだろう？（中略）学校の勉強が、

みんなよりできるってことで、人間の価値が決まるんじゃないだ

ろう？なにに価値を置くかが、問題なんだよ。高ちゃんはそうは

思わないかい？」と問いかけられる。また、高子のおばあちゃん
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『暑中お見舞い申し上げます』         

すべての経験は成長の糧－無駄な勉強は一つもない－   

 コラム 自閉症児の子育てから（３） 

岩崎 敦子（保護者、学園アドバイザリーボード） 

からは、「高子の母さんも、3年生までは普通学級へ行っ

てたんだよ。（中略）『清子当番』というのがあってね。（中

略）子ども達はみんな、当番表にマルをつけてもらいたい

から、そりゃあ、もう競争で、世話をしてくれるの。清子は、

まるで着せ替え人形のようだった。（中略）学校でちから

（能力）をつけてもらわなきゃいけないのに、自分では何も

しなくてもいい、口ひとつ利かなくていい、人形になっ

ちゃって…。世間並みに、人並みに、と思う親の一心で、

普通学級へ入れてもらったんだけれどねぇ。どんなに親

切にされても、清子自身の本当のちから（能力）にはなら

なかった。（中略）たとえ、世間がレッテルをはったとして

も、それを引っぱがすような、働きかけをしなければならな

いのが親なのにね」という話を聞きます。そんな周囲から

の言葉によって少しずつ変化していく高子の心の葛藤と

自分より学習能力の高い娘に対する母親の心の葛藤、そ

してそれを支える周囲の人々の温かさを軸に話は展開し

ていきます。そして、ある事件の後、幼児や障害のある子

を集めて春休みに読み聞かせなどをする塾をお母さんと

高子と友だちの3人で開きます。その活動を通して、これ

までと違った新たな両親との関係が少しずつ構築されて

いきます。 

 大人はとかく子どもができようになることだけを考えがち

ですが、同じ目標をもって子どもと大人がお互いを高めあ

うために競ったり補い合ったりすることによって、お互いの

関係をより深いものにしていきます。長い休みをそんな発

想で過ごして見るのもいいのではないかと思います。子ど

も達にとりましても、保護者の方にとりましても何か一つ心

に残る、楽しく有意義な夏休みになることを願っていま

す。暑さ厳しき折、体調をくずされませんようお元気でお

過ごしください。草々 計野浩一郎（教育センター副所長） 


